
HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 相川 貴裕 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 准教授 

在籍年数 3年 

教育年数 18年 

専門領域 トレーニング科学、アダプテッド・スポーツ科学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

体力トレーニング科学／1年次後期／120名程度／必修科目 

アダプテッド・スポーツ専門演習／2年次前期／20名程度／選択科目 

体力トレーニング演習／3年次前期／80名程度／選択科目 

アスレティックトレーナー・安全管理概論／1年次後期／10名程度／選択

科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

人間健康学部の学生の中には、スポーツトレーナーを目指しているもの

がいる。その多くは中学生・高校生より部活動やクラブチームにてスポー

ツ活動を行ってきた。その際、経験や感覚のみに頼ってトレーニングやリ

コンディショニングを実践しているため、エビデンスに基づいたトレーニ

ング・リコンディショニングの指導・実践ができることを目標として講義

を実践する。 

また、アダプテッド・スポーツに興味・関心の高い学生も多い。その学

生に対して、パラリンピック競技に対する理解を深め、トレーニングや競

技指導が行えることを目標として講義を実践する。 

講義形式を双方向・多方向形式となる様に、アクティブラーニングの手

法を積極的に導入、出席確認は毎回課題（400 文字程度）を提出してもら

い、学生の理解度・関心等を把握、授業展開に反映している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にしていく予定。また日本スポーツ協会や NSCA ジャ

パン主催の研修会など学内外の研修会に積極的に参加していく。パラスポ

ーツに関連する資格を取得する。 

成果例：授業評価アンケート、授業時提出物、同僚評価等 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト：ストレングストレーニング＆コンディショニング［第 4 

版］（ブックハウス HD） 

NSCA パーソナルトレーナーのための基礎知識［第 2 版］（NSCA ジャパ

ン） 

公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト 1～6（日本スポーツ協

会） 

毎回資料・ppt 等を活用しての講義展開 



6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

 体力トレーニング科学においては、NSCA-CPT および CSCS の資格取

得を目標の１つとしており、１年生の学生には難易度の高い内容もあり、

講義内容が難しかったというコメントが多かった。そのため、前時の復習

の時間を多くとるようにした。また、授業後のレポート課題も授業の内容

を一般の人にわかりやすく説明するという形にした。 

 アダプテッド・スポーツ専門演習においては、パラリンピック種目をよ

り専門的に体験したいとの回答があったため、実習の時間を多くし、その

中で単に楽しむスポーツだけではなく、より競技性を出すように努めた。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

資格取得（JSPO-AT・CSCS・NSCA-CPT）対策および実践の場の提供。 

パラスポーツに関する情報提供および実践の場の提供。 

資格取得に向けた対策授業の実施や対策プリントの作成。また実習現場の

確保に努める。 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 五百竹 亮丞 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 講師 

在籍年数 1 年 

教育年数 5 年 

専門領域 社会心理学・精神保健福祉額 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

スタートアップセミナー、スポーツ健康福祉学演習 

人間健康学基礎研究Ⅰ・Ⅱ、人間健康学からの SDG’s 

ソーシャルワークⅢ(前期)・Ⅳ(後期) 

精神保健福祉の原理Ⅰ(後期)・Ⅱ(前期) 

精神保健福祉実習指導Ⅱ・Ⅲ 

精神保健福祉実習 

医療福祉実践特講 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

【ヒューマニズムに依存しない専門職の養成】 

「ヒューマニズムだけで腕が伸びるなら誰でも名医である」という医療ド

ラマのセリフがある。このセリフを福祉に応用すると、対人援助には温も

りや優しさといったヒューマニズムだけではなく、援助行動に裏づけされ

た理論や知識、支援技術が必要であると読み取ることができる。私が担当

する科目では、エビデンスに基づいた援助ができるように常に理論と根拠

を重視した行動をとれるように教授している。一方で、常に理論通りに支

援が進められるわけではないことを示すために具体的な事例を使用して

いる。様々な障壁のある状況下で、いかに最善の方法を探るかを考察する

スキルの向上を図っている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

広島県精神保健福祉協会で企画研修委員を務めている。協会が行う地域住

民に向けたイベントと、精神保健福祉領域に従事する専門職に向けた研修

の企画について議論している。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

学術的な理論だけではなく、実際の事例や日常生活にある場面を例として

示すことで理解の向上を図っている。 

言語による説明だけで理解が難しいと予想される場合は、どうか教材を使

って理解の促進を図っている。 

6. 授業改善の取組み 2025（令和７）年度着任 



前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生がより精神保健福祉について、理論をベースに考察できるように授業

を展開する。そのためには、学生により精神保健福祉が身近であることを

意識できるように動画教材や時事ニュースを活用していく。また、教員が

行った研究成果を積極的に授業に盛り込むことで、研究に関心を持っても

らえるように学習を促していきたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改訂版） 

1.基本情報 

名前 磯邉 省三 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 特任教授 

在籍年数 12．5 年 

教育年数 12．5 年 

専門領域 児童福祉学・心理学・公的扶助・精神保健 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

精神保健Ⅰ／1 年前期／約 80 名 

精神保健Ⅱ／1 年後期／約 60 名 

児童家庭福祉論／1 年後期／約 80 名 

心理学／1 年前期／約 170 名 

公的扶助論／1年後期／約 60 名 

相談援助実習／3年前期 ／約 9 名 

相談援助演習Ⅱ／3 年前期約 9 名 

相談援助演習Ⅳ／3 年後期／約 9 名 

精神保健福祉実習／4 年前期／約 4 名 

精神保健福祉演習Ⅳ／4 年前期約 4 名 

キャリアデベロップメント C／3 年前期／約 9 名 

 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

私が担当する専門教育分野は、児童福祉学及び心理学並びに公的

扶助論、精神保健が主です。これらの授業では、基礎を座学講義形

式で行っています。私は 38 年間、広島市の職員として、情緒障害

児や発達障害児の個別心理治療、集団心理治療、母親等の家族治療

を行ってきました。  

また、児童相談所にて児童心理司や所長として非行児、障害児、

児童虐待にかかわってもきました。 

また、福祉事務所でケースワーカーや査察指導員として生活困窮

している人々と接し、本庁にて保護担当部長として厚生労働省と連

携をとり予算の執行や 8 区の福祉事務所の後方支援を行ないまし

た。 

さらに、こども未来局長として、待機児対策等子ども全般にわた

って行政事務をこなしてきた経験があります。これらの経験を活か

し、基礎を大切にし、そして人に優しく、支援を実践できる人材育

成を目指して教育に当たっています。 

具体的には、社会福祉士や精神保健福祉士の資格を目指す学生、



県庁や市役所、社会福祉事業団、社会福祉協議会、他の社会福祉法

人に就職を希望する学生には強力にサポートを行っています。 

一方で、福祉専門職を目指さない学生には、対人関係のとり方、

子育ての仕方や法制度、生活困窮になった時の対処の仕方等具体的

に体験談を交えながら教鞭をとっています。社会に出て、役立つ実

学としての心理学や児童福祉、公的扶助、精神保健の知識や技術を

身に付けてもらいたいと考えています。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価アンケート結果では、満足度は多くの科目で 4 以上を保

ち、学生は満足をしているものと推察しています。授業評価の中で、

学生からのコメントを重視し、適切なコメントについては、授業の

中に取り入れてきました。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

 講義が中心となる科目では、毎回、授業の始めに今回の授業の全

体を示し、重要ポイントを板書にて知らせています。 

また、授業の終わりには、重要ポイントを理解しているかどうか

を本人自身や教員が知るために毎回小テストを実施し、学修の改善

に役立てています。さらに、次回の学習のために予習を行うよう板

書にて予習の範囲を示し、予告学習も行ってきました。 

演習系の科目では、学生に予習を行うよう指導を徹底し、学習場

面で全員に発表の機会を与えています。全ての発表に対して、学生

にとって「やる気」が持続するよう、支持的なことばかけを心がけ

ています。 

6.授業改善の取組み 

前年度の授業評価アンケ

ート結果から単横授業に

おける自己点検評価及び

授業改善計画等 

 教育環境を整えるために「私語をしない」という教育を徹底して

きました。そのことを支持する学生が大勢いましたので、静かな環

境で学ぶことは今後も継続して行う予定です。 

 学ぶ学生の動機は、国家資格の受験のため、教養の必修科目だか

ら、将来役に立ちそうだから、興味があるから、卒業のために単位

が単に必要だからといろいろです。そのため、すべての学生が満足

できるように内容や話しかた等を吟味して取り組んでいます。  

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学習評価でＺやＤになってしまう学生を無くすことを目標とし

ています。そのために、授業の最初の「つかみ」の部分に細心の注

意を払い、学生が最後まで授業に集中できるよう、興味が持てるよ

う工夫をします。 

また、今起こっている事柄について、学生があらゆる角度から分

析できるよう情報提供を行い、情報に関するリテラシー教育を目指

していきます。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 鬼塚 純玲 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 講師 

在籍年数 7 年 

教育年数 7 年 

専門領域 スポーツ栄養学、環境運動生理学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

スポーツ栄養学／1 年次前期／150 名／必修科目 

スポーツ栄養学演習／2 年次後期／90 名／選択科目 

栄養と生活習慣／2 年次後期／30 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

栄養学の基礎的知識を有したスポーツ／福祉の専門家、及び学修に対し真

摯で主体的な態度を有した人材を育成することを教育の理念・目的として

いる。 

すべての科目において講義開始時間を遵守するよう心がけ、冒頭に講義の

目的を説明するようにしている。講義系の科目では、授業終了時に小テス

トを実施して基礎的知識の定着を図るとともに、能動的に授業を受講させ

るために配布資料の穴埋めをしながら受講させている。演習系の科目では

なるべくグループワークを取り入れるようにしている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善している。また、学内の FD

活動に参加するようにしている。 

成果例：学生の授業評価アンケート、授業時の提出物 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス 

配布物：PowerPoint の内容を一部穴埋めにした資料など 

小テスト（C-learning の利用も含む） 

ICT 機器の活用（パソコンや C-learning など） 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

総合的満足度はすべての科目において全学の平均よりも高く評価されて

いたため、基本的には前年度の授業方法を継続していきたい。一方で、予

習・復習にかける時間の点数が低いため、事前課題や復習用の課題の提示

を検討したい。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

短期目標：受講人数に合わせた効果的な方法を探る 

中・長期目標：学生のレベルに合わせたわかりやすい授業を実践する 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 加地信幸 

学部 

学科 

人間健康学部 
スポーツ健康福祉学科 

職名 学科長・教授 

在籍年数 9 年 

教育年数 31 年 

専門領域 アダプテッド・スポーツ、特別支援教育 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

 

●人間健康学部 

アダプテッド・スポーツ科学（前期） 168 名／必修科目 

アダプテッド・スポーツ科学演習（前期） 146 名／必修科目 

アダプテッド・スポーツ実習（後期） 150 名／必修科目 

アダプテッド・スポーツ専門演習（前期） 37 名／必修科目 

重度障害者身体活動論（後期）35 名／選択科目 

特別支援教育の基礎（前期）39 名／選択科目  

介護等体験（前期）37 名／選択科目 

人間健康学からの SDGｓ（前期）168 名 

フレッシュマンセミナー（前期） 167 名／必修科目 

広島のスペシャリスト（後期）167 名／必修科目 

スタートアップセミナー（前期）167 名／必修科目 

スポーツ健康福祉学演習（後期）167 名／必修科目 

人間健康学基礎研究 I・Ⅱ（前・後期） 139 名／必修科目 

人間健康学研究 I・Ⅱ／3年前・後期／6名 

卒業研究 I・Ⅱ／4年前・後期／5名 

 

●人間健康学研究科 

人間健康学特講／1年前期／1名 

アダプテッド・スポーツ科学特講／1年後期／1名 

人間健康学特別研究 I・Ⅱ／1年前・後期／1名 

人間健康学特別研究Ⅲ・Ⅳ／2年前・後期／1名 など 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

・本学部、及び大学院の学生に対しては、スポーツ・健康・福祉分野にお

いて対人援助専門職として活躍を期待している。そこで、全学生に対しア

ダプテッド・スポーツ指導者として必要な基礎的な知識と技術を身に付け

る基礎づくりの科目を中心に講義を担当し、その指導の中心を担ってい

る。前年度は、初級パラスポーツ指導員資格取得者を 100 名名輩出した。

また、中級パラスポーツ指導員資格が取得できるカリキュラムを整え、お

よそ３０名が資格取得を目指し専門科目等を受講している。 

・講義形式は、双方向形式を意識したグループワーク、課題検討・報告、

アクティブラーニング手法等を積極的に導入している。学生に考えさせ、

意見を聞き、やり取りすることを意識した授業を心がけている。授業後は、

毎時間「授業振り返りシート」を提出させ、学生の理解度・関心等を把握

すると共に、その内容を授業展開に反映している。 



・授業中は、関連動画教材視聴で興味・関心を高めると共に、パワーポイ

ント資料を配布し、キーワード、ポイント、試験出題内容となる事項につ

いて空欄（カッコ内）に記入させ、専門用語を使った説明が自分の言葉で

できるよう工夫している。 

・大学院の授業は、必修科目、およびオムニバス形式授業を担当しており、

専門分野の最新の実践的学びが深まるように、実践と研究をさせるよう工

夫している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

・学期末の学生からの授業評価を参考にして授業内容・方法を改善してい

る。自らが毎月実施している重度・重複障害児を対象としたアダプテッド・

スポーツ実践、および 15 年間の特別支援学校での教諭経験を基に、障害

児者との「生きたやり取り」を通じた授業内容の工夫と、実践研究成果等

を伝えるようにしている。また、学生と共に屋内外でアダプテッド・スポ

ーツの学びを体験的に深めるよう努めている。これらのことから、学生か

らは、「興味を持った」「感動した」「知らないことが分かった」等の好評を

得ている。 

・成果例：実践に係る表彰（第一生命保健文化賞、博報賞、県知事表彰、

県パラスポーツ協会功労賞、広島文化学園大学教育表彰、SDGｓ岩佐賞な

ど）、県教委評価「特に優秀 S 評価」「優秀 A 評価」、学生の授業評満足度

調査、授業評価アンケートなど 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト：①「障害のある子どもたちにとっての体育」（創文企画出版）、

「身体機能向上や体力づくりをねらった支援」（日本肢体不自由教育研究

会）、②「スポーツライフ継続に向けた取り組み事例（重度・重複障害児ス

ポ・レク活動教室でのアダプテッド・スポーツの取り組み）」（大修館書店）、

③「障がい者にとっての身近なスポーツ」日本障がい者スポーツ協会／編

『最重度の障がい者のスポーツの実際』（ぎょうせい）、④ＤＶＤ教材「Ｈ

ＢＧ重度・重複障害児スポ・レク活動教室「はなまるキッズ」（（株）広島

ビデオセンター）、⑤「障がいのある人のスポーツ指導教本（初級・中級）

2020 年改訂カリキュラムに対応」（ぎょうせい）、⑥改正版「障がいのある

人のスポーツ指導教本（初級・中級）2020 年改訂カリキュラムに対応」ぎ

ょうせい、など 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

前年度授業については、学生から「これまでに知らないことが分かった」

「パラスポーツに興味がわいた」「どんなに障害が重くてもスポーツは可

能だと分かった」など概ね高評価を得た。しかし、予習・復習の項目につ

いては毎年低評価であることから、事前に課題を示して予習させるなどの

指導を徹底したい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・PDCA サイクルのさらなる実授業改善の実施。 

・双方向形式を意識したグループワーク、課題検討・報告、アクティブラ

ーニング手法等の充実。 

・学生が大勢の前で専門的に発表できる力を培う指導内容の充実。 

・学生が自ら学び、考えることで、主体的な学びへとつながるような授業

展開方法の工夫。 

・実践的に学べる機会のより一層の提供。 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 河野 喬 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 教授 

在籍年数 12 年 

教育年数 24 年 

専門領域 社会福祉学、アダプテッド・スポーツ科学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

ソーシャルワーク概論／1 年次前期／43 名／選択必修科目 

法学（日本国憲法含む）／1 年次後期／153 名／選択必修科目 

障害児・者福祉／1 年次後期／169 名／必修科目 

社会調査概論／3 年次前期／60 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

 

将来、ソーシャルワーカーをはじめとする対人援助専門職として、基礎的

な知識と技術を身に付ける科目と位置づけている。講義形式を双方向・多

方向形式となる様に、アクティブラーニングの手法を積極的に導入、出席

確認は毎回リアクションペーパーを C-Learning で提出してもらい、次回

講義時にコメントを付して全体共有し、学生の理解度・関心等を把握、授

業展開に反映している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

 

毎回の授業でのリアクションペーパーを分析し、期末の授業評価と併せて

授業内容・方法を改善している。学内外の FD 活動に積極的に参加し、教

材開発と見直しを行っている。授業評価アンケートの満足度は全ての科目

で 4 以上を保ち、社会福祉士国家試験の合格者を毎年輩出している。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

 

反転授業や予復習を容易にするため、授業資料はすべて pdf 化し C-

Learning で提示している。また Google ドライブやフォーム、ZOOM 等

を活用し、ICT 教育を展開している。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

 

授業の質向上のために、アンケートで理解度の高かった箇所の時間短縮、

理解度が低かった箇所の教示方法の工夫等を行っている 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

 

教養科目では、大学教育への関心と知的好奇心を刺激し、履修生全員の単

位取得をめざす。専門科目では、対人援助専門職として、国家試験合格及

び難関採用試験合格を実現できる人材育成に努めたい。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 甲田 大二 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 助教 

在籍年数 1 年 

教育年数 17 年 

専門領域 保健体育科教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

保健体育科教育法Ⅱ／２年次前期／74 名／選択科目 

スポーツ指導演習（体つくり運動／トレーニング）／３年次前期／88 名／

選択科目 

スポーツ指導演習（水泳）／２年前期／59 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

将来，教員をはじめとする指導者を目指す学生に、スポーツや教育の基

礎的な知識と技術を身に付けて、社会へ送り出すことを心掛けている。 

保健体育科の教員養成課程では、基礎的な知識・技能だけでなく、実際の

現場で活用できる「実践的指導力」を養えるよう教員経験を生かしてアプ

ローチしていきたい。 

 指導案などの提出課題から、生徒の理解度や学習状況を把握し、授業展

開に反映させていきたい。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学外（学校(各校種)、教育委員会）との連携・交流し、情報や技術の改善

を心がけて、授業内容や学生指導を実施していきたい。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

毎回授業資料や ppt 資料を活用して講義を展開し、課題プリントの提出

を頻繁に行っている。 

授業資料は全て pdf 化し C-Learning で提示することにより、授業の振り

返りが可能になり、欠席した学生にも対応できている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

 2025（令和７）年度着任 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

実際の教育現場を見る機会を設け、現在実施している授業の動機付けを行

っていきたい。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 澤屋 真樹 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 講師 

在籍年数 ２年７ヶ月 

教育年数 ５年７ヶ月 

専門領域 社会福祉学 社会学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

社会保障論Ⅰ(前期)８２名 社会福祉の原理と政策Ⅰ(前期)３８名 社

会保障論Ⅱ(後期)４６名 社会福祉の原理と政策Ⅱ(後期)２１名 社会

学９０名 相談援助演習Ⅰ・Ⅲ各１０名 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

社会福祉の道を希望する学生にもそうでない学生にも、身近なこととし

て、社会を取り巻く課題とその解決策や理念を、歴史を踏まえながら知っ

てもらう、触れてもらうことを大事にしている。どのような進路を選択し

ても私たちが生きている社会問題の解決策としての社会保障や社会福祉

という分野の学びを、豊かな人生を送るヒントにしてもらいたい。 

講義形式を双方向となるように C－ラーニングにあるアンケート機能を

講義中に利用することで学生との対話を行っている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

毎回リアクションペーパーを提出してもらい、それを参考にして授業内

容・方法を改善している。学内の FD 活動に積極的に参加している。 

成果：学生による授業評価アンケートにおいて、多くの学生が授業内容に

ほぼ満足と高い評価を得た。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト：社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 社会保障(中央

法規)  社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 社会福祉の原理

と政策(中央法規)、 社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座 社

会学と社会システム(中央法規) １５歳からの社会保障(日本評論社) ふ

れる社会学(北樹出版) 

毎回資料・PPT を活用。映画や動画を積極的に活用して理解を促してい

る。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

C－ラーニングを積極的に活用していたが、スマートフォンを机に出さな

いといけないので、かえって授業の妨げになることが分かった。必要に応

じて紙での資料配布に変えるなど、より学生が授業に集中できるように改

善している。マンネリ化しないように、常に情報をアップデートしている。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

 

授業改善の取り組みを進めながら、学生の反応をしっかり見極めていきた

い。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 高田康史 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 准教授 

在籍年数 ７年 

教育年数 1１年目（フルタイム） 

専門領域 体育科教育学、舞踊教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

保健体育科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ／１〜３年次／20~60 名 

スポーツ指導演習（舞踊・ダンス）/１年/100 名 

教育実習指導/3 年/20~40 名 

教職実践演習/20~40 名 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

本学では大きく２つの内容で教育を行っている。 

教員養成に関わるもの、表現・舞踊・ダンスに関わるものである。 

教員養成に関わる科目については、学生が「教員としての資質・能力」を

養うことができるように教育を行っている。具体的には、模擬授業や実践

の中で協議会等での議論の中で実践力を身につけている。表現・舞踊・ダ

ンスについては、ダンス教育の特徴であるゴールフリー＝自分らしさを追

求できるよう指導に当たっている。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価アンケートや学生の声を元に講義内容の改善を毎年進めている。

また、これまでの教育歴の中で FD 委員として研修を開催した経験を有

し、大学教員として必要な知識・技能を身に付け、能力・資質を向上させ

ることを意識している。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

講義中は、学生が講義を受けるのみの一方的・受動的な内容に偏ることが

ないよう、AL 的手法を取り入れて展開している。 

例えば、グループワーク、発表課題、模擬授業、協議会、フィールドワー

クなどである。 

また、課題の提示・提出など、適宜講義を補完する目的で C-learning を

活用している。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

単独開講科目の保健体育科教育法Ⅲでは概ね 4.7 を超える高値であり、引

き続きこの内容で進めたい。 

スポーツ指導演習（舞踊・ダンス）では「技能の獲得 4.50」、「目標の到達

4.41」である一方「満足度 4.30」であり、全学平均よりも低い値を示した。

これは、何らかの原因があると思われるので今年度改善したい。引き続き

学生が専門的知識・技能を高められる講義内容を続けていきたい。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

大学教員は、年齢が上がるとともに、学生とのジェネレーションギャップ

や学科内での役割を担い演じるため学生との心理的な距離が遠くなる傾

向にあると考えている。 

40 代に差し掛かる現状を踏まえて、学生との心理的な距離を保ちつつ、

自身の専門性をいかにわかりやすく噛み砕いて教授していくか、学生の専

門知識技能を高く押し上げるかを目標にしていきたい。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 武田守弘 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 教授 

在籍年数 7 年 

教育年数 24 年 

専門領域 スポーツ心理学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

人間健康学部 

スポーツ心理学／1 年前期／180 名／必修科目 

メンタルトレーニング／2 年後期／140 名／選択科目 

スポーツ指導演習(球技:ネット型)／2 年後期／100 名／選択科目 

フレッシュマンセミナー／1 年前期／170 名 

広島のスペシャリスト／2 年後期／150 名 

人間健康学研究 I・Ⅱ／3 年前・後期／5 名 

卒業研究 I・Ⅱ／4 年前・後期／5 名 

人間健康学研究科 

人間健康学特講／1 年前期／5 名 

健康スポーツ心理学特講／1 年後期／5 名 

人間健康学特別研究 I・Ⅱ／1 年前・後期／1 名 

人間健康学特別研究Ⅲ・Ⅳ／2 年前・後期／1 名 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学生には人間健康学部での授業を通して主体的，積極的に学習することを

期待している。授業の内容に興味・関心を持ち，知識を得ることで将来の

自分の人生や職業において，どのような実践場面に活かせるのかという観

点を常に持ち，学習してくれることを切に願う。 

講義形式では，双方向・多方向形式となる様，アクティブラーニングの手

法を積極的に導入するとともに，学生間での意見交換，意見集約，発表，

他者の意見傾聴などから，自己の考えを確立できるよう授業展開してい

る。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善している。学内外の FD 活動

に積極的に参加している。カリキュラム開発と見直しを常に行っている。 

 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

テキスト：スポーツ心理学，メンタルトレーニングともに，授業中に提示

するパワーポイントのスライドを授業資料として学生に配布し，授業終了

後には一冊のテキストブックが完成できるようにしている。 



用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

スポーツ心理学 4.17 

今回の結果から、スポーツ心理学に興味ある学生が多いことが分かり、教

示方法の工夫が問われていると確信できた。スライドの作成方法などを要

求してくる学生もおり，授業改善に生かすことが出来た。150 名を超え 

る必修の授業であるものの、アクティブラーニング的な授業展開を考えて

行っていきたい。 

メンタルトレーニング 3.85 

座席を 3 週間に一度変更しながらグループ化し、グループでディスカッシ

ョンしながらレポート提出を求めるなど、能動的な取り組みを期待した。

学生の反応を見ていると、これまでよりは遠慮、恥ずかしさ、非協力的 

な態度が少なくなり、授業としてやりやすさを感じた。今後、講義形式で

はあるが、机の配置などを考え、できる範囲でアクティブラーニングの側

面を考慮して、グループ学習や発表形式のような方法で、改善を試みたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

実技科目の人数増による授業展開の困難さの解消法の検討（工夫） 

講義科目，アクティブラーニングを苦手とする学生への配慮及び代替授業

案の模索 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 鶴岡和幸 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 准教授 

在籍年数 4 年 

教育年数 18 年 

専門領域 地域福祉学、精神保健福祉 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

地域福祉／1 年前期／約 80 名 

ソーシャルワークⅡ／2 年後期／約 30 名 

精神保健福祉実習指導Ⅰ／3 年後期／8 名 

精神保健福祉実習指導Ⅱ／4 年前期・後期／5 名 

精神保健福祉実習／4 年前期／5 名 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

福祉の実践現場における対人援助専門職として、当事者の視点から生活

に必要な支援を提供するための基礎的な知識と技術を身に付けるための

科目と位置づけている。 

講義形式を双方向・多方向形式となる様に、アクティブラーニングの手

法を積極的に導入している。例えば、講義科目では、大福帳の利用を行っ

ている。授業毎に大福帳を提出してもらい、次回講義時にコメントを書い

て返却している。大福帳を用いることで、単元ごとに学生の理解度・問題

関心等を把握し、授業展開に反映している。一方通行とならないような講

義を実施している。また、必要に応じて補足プリントを作成し、学生の理

解度向上に努めている 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価は平均値であり、他の教員と比較して低く推移しているように

見受けられる。各セメスター終了時に行われる授業評価アンケートの学生

コメントを確認し、授業内容に取り込める内容については、反映している。

また、学外で行われている勉強会・学習会・研究会に参加し、意見交換を

行い、自身の講義内容に取り込んでいる。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

講義科目では、授業開始時に、前回の振り返りを行うための小テストを

実施している。演習科目では、学生の興味関心が湧くような課題設定を行

い、受け身ではなく、積極的に意見交換ができるような場となるよう心掛

けている。 

 また、必要に応じて、C-Learning に事前課題を準備し、学生の予習に

役立てるような教材資料の準備を行っている。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

講義系科目について総合評価の目標値は概ね良いと思われる結果であ

った。また、アンケートの自由記述では、教員に関して改善が求められる



ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

意見が見受けられた。貴重な意見を反映させ、授業改善をはかっていきた

い。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

各授業を履修している学生が、興味関心を持ってもらえるような授業づ

くりを展開できるようにしていきたい。演習科目においては、学生が自発

的に「なぜ変化していったのか」という視点を養えるような教育を行う。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 寺西明子 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 講師 

在籍年数 4.0年 

教育年数 4.0年 

専門領域 養護教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

スタートアップセミナー／1年前期・ 

人間健康学基礎研究Ⅰ・Ⅱ／2年前期・後期 

人間健康学研究Ⅰ･Ⅱ／3年前期・後期，卒業研究Ⅰ･Ⅱ／3年前期・後期 

スポーツ健康福祉学演習／1年後期オムニバス 1 

人間健康学からの SDGs／1年後期オムニバス 1 

養護概説／2年前期／10人／選択科目 

学校看護学／2年前期／8人／選択科目 

健康相談活動／2年前期／7人／選択科目 

基礎看護学／1年後期／7人／選択科目 

学校保健／1年後期／73人／選択科目 

養護概説／2年前期／17人／選択科目 

学校保健／1年後期／57人／選択科目 

養護概説／1年後期／68人／選択必修科目 

学校保健／1年後期／72人／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

養護教諭免許取得のための専門科目においては，養護教諭という職業の

専門性と実践力を育成するために，養護実践の裏付けとなる知識と実践の

往還を意識した講義を展開している。養護教諭には，職務の専門性として

の深い知識と知識を活用し課題を解決するための行動力，コーディネート

力が必要である。そのため，授業において基本知識を学んだ後に，ブレイ

ンストーミングやギャラリートーク，ジグゾー法，ロールプレイなどのア

クティブラーニング手法などを用い，学生が対話により主体的に気付き考

える講義を心掛けている。特に学校保健には，教職を目指す学生とともに

教職以外をめざす学生が受講するため，教職としての必要な内容を押える

とともに，対人援助という視点で支援・指導するための基礎的知識・技術

を学生が主体的に身に付けることができるよう，映像活用，教員自身の体

験，対話による双方向の授業になるよう工夫している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

・広島県養護教諭教育研究会の役員として、広島県内の養護教諭、養成大

学教員、養護教諭を目指す学生の資質向上に向けた研究会、研修会を運営



会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

している。昨年度，本学部の学生も数名参加し，現職養護教諭とともに研

修し大きな刺激を受けたと述べている。 

・JKYBライフスキル教育研究会中国四国支部の役員として、子ども達のウ

ィルビーイングを高める教育の実践に向けたワークショップなどの開催

を行っている。昨年度，教職をめざす本学の学生も数名参加し，現職教員

とともに研修し意見交換を行ったことは有意義であったと述べている。 

・学内の FD参与として，FD活動の推進を行っている。ピア・レビューに

より教員が互いの授業を見合い，また職員の視点で授業を見学し，互いに

気付きや学びを共有することは，教員の研修の場となっている。 

・教職課程委員として，養護教諭養成にかかる看護学実習，養護実習など

の立ち上げのために，関係機関との連携を行い，手続きなどを進めている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

・教育内容を示した PPT資料を配付し，シラバスや本時の目標や評価の仕

方を説明し，授業時に学生自らが資料に記載できる工夫をしている。その

内容が試験範囲をなることを学生に示しているため，学生が復習に用いる

ことができる。 

・講義終了時にレポート等を提出させることにより，学生の理解度・関心

等を把握に努め，次時に反映している。 

・講義の内容の理解を促すため，また深く思考するために映像資料を用い

ている。また授業の目標達成のために効果的なアクティブラーニングの手

法を活用したり，C－Learningを活用したりし，双方向の講義展開を意識

し、学生の反応を読み取りながら，講義を進めていくよう工夫している。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

・養護概説…4.80 

・健康相談活動…4.29 

・学校保健…4.19 

 学校保健においては，学生の自由記述のほとんどが肯定的な感想であ

り，授業達成目標が達成できたとも考えるが，教職以外の学生にとって対

人援助の科目として有益性が感じられなかったのでないか。今後，授業開

始時のシラバスや本科目の達成目標を学生に丁寧に説明し，学生と共に授

業を作り上げていけるよう真摯な姿勢で臨みたいと考える。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

・養護教諭免許取得の科目において，養護教諭の専門性を深く学ぶことの

できるよう，知識を実践的に学び，学生が考える授業を展開し，養護教諭

採用試験対策につなげていく。 

・学外での活動を通して，最新の情報や学校現場の課題を教員自身が学

び，学生に提供する。 

・アクティブラーニングやさまざまなコンテンツを有益に活用し，学生が

得た知識を元に，主体的に対話し考える授業とする。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 東川 安雄 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 教授 

在籍年数 7 年 

教育年数 48 年 

専門領域 スポーツ社会学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2022 年度 

スポーツ社会学Ⅰ／2 年次前期／102 名／必修科目 

スポーツ社会学Ⅱ／2 年次後期／104 名／選択科目 

スポーツ指導演習（水泳）／2 年次前期／68 名／選択科目 

2023 年度 

スポーツ社会学Ⅰ／2 年次前期／151 名／必修科目 

スポーツ社会学Ⅱ／2 年次後期／140 名／選択科目 

スポーツ指導演習（水泳）／2 年次前期／102 名／選択科目 

2024 年度 

スポーツ社会学Ⅰ／2 年次前期／130 名／必修科目 

スポーツ社会学Ⅱ／2 年次後期／77 名／選択科目 

スポーツ指導演習（水泳）／2 年次前期／71 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

将来体育・スポーツ指導者を目指す者として、科学的・教育学的視点から

対象者に必要な知識・技能を提供するための基礎的な知識と技術を身に付

ける基礎づくりの科目と位置づけている。 

そのため、双方向・多方向形式となるように、アクティブラーニングの手

法を積極的に導入している。また、各授業では、毎回小テストまたは課題

レポートを課し、学生の学修の深化に努めている。 

 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善している。学内の FD 活動に

も積極的に参加している。 

成果：学生による授業評価アンケートにおいて、各授業とも満足度評価が

4 点以上を継続しており、多くの学生から授業内容について高い評価を得

ている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

講義及び実技とも、授業ノートを作成して学生に配布している。また、毎

回小テストまたは課題レポートを課し、学生の学修の深化に努めている。

C－Learning による授業を実施した場合は、授業内容の解説を数回に分



用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

けて送付し、学生の理解度を高めるように工夫している。 

 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

さまざまな経験と関心を持った学生がいる中で、いかにして多くの学生の

興味を引くような講義ができるかが課題であり、そのために毎回学生の意

見を聴きつつ解決していきたい。また、学生が予習・復習に積極的に取り

組むような工夫を考えていきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

学生が予習・復習に積極的に取り組むような工夫の一つとして、学生にと

って身近な最新情報を取り込むとともに、歴史的に意義ある内容との関連

をふまえて学生の関心・理解を深めることをしていきたい。 

 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 房野真也 

学部 

学科 

人間健康学部学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 教授 

在籍年数 12 年 

教育年数 17 年 

専門領域 スポーツバイオメカニクス 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

バイオメカニクスⅠ／2 年次前期／129 名／コース必修科目 

バイオメカニクスⅡ／2 年次後期／47 名／選択科目 

スポーツ指導演習（球技：ゴール型Ⅰ）／2 年次前期／92 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

 

将来指導者を目指す者として、科学的・教育学的視点から対象者に必要な

知識・技能を提供するための基礎的な知識と技術を身に付ける基礎づくり

の科目と位置づけている。 

講義形式を双方向・多方向形式となる様に、アクティブラーニングの手法

を積極的に導入している。バイオメカニクスⅠでは、毎回小テストを行い、

学生の理解度・関心等を把握、授業展開に反映している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善している。学内の FD 活動に

積極的に参加している。 

成果：学生による授業評価アンケートにおいて、多くの学生が授業内容に

ほぼ満足と高い評価を得た。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

 

テキスト：「スポーツ動作の科学」深代千之ほか 東京大学出版会、「スポ

ーツ・バイオメカニクス入門」金子公宥 杏林書院、「スポーツバイオメカ

ニクス 20 講」阿江通良ほか 朝倉書店、「身体運動と動きで学ぶスポーツ

科学」深代千之ほか 東京大学出版会、「健康運動実践指導者テキスト」財

団法人健康・体力づくり事業財団 

毎回資料・ppt 等を活用しての講義展開 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

 

授業以外で学習を促すような課題作りが不足しており、予習復習の評価が低く

なっている。今後は、授業時間以外で学習を行うように、課題作りをしていきた

い。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

 

授業時間外での学習時間の確保に向けた方策の検討 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 前田一篤 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 講師 

在籍年数 5 年 

教育年数 10 年 

専門領域 保健体育科教育学・教師教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

キャリアディベロップメント A／3 年次後期／15 名程度 

スポーツ指導演習（器械運動）／1 年次後期／100 名名程度 

保健体育科教育法Ⅳ／3 年次前期／30 名程度 

教育実習指導／3 年次前期／30 名程度 

教育実習／3 年次後期／30 名程度 

教職実践演習／4 年次後期／25 名程度 

野外活動演習／2 年次通年／50 名程度             ほか 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

 

学生がスポーツと福祉の専門家として主体性を大事にした人物を目指

すよう心がけている。特に、保健体育科の教員養成課程では、昨今の教育

現場に求められる基礎技能と共に、人間性の育成に力を入れている。また、

教育 DX などの最新の情勢に合わせた教育を心掛けている。 

 学生の主体性を引き出すことを基盤として、理論と実践を往還し社会で

即戦力となる学生の育成を目指して教育を実践している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

 

 学生の授業評価アンケートの結果を次年度の教育に反映させている。ま

た、学外（他大学、各学校、教育委員会）の専門家とも交流し、常に情報

や技術の改善を心がけている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

 

・授業での配付資料および PPT 

・器械運動における動画教材 

・保健体育授業改善ハンドブック 

・Web を活用した授業運営 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

 

 授業評価アンケートの結果は総じて良好であり、いずれの科目において

も平均値を上回っていることから、現状としてはおおむね学生のニーズに



ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

合った教育が実施されていると見て取れる。ただし、常にその時世に合っ

た学修内容を提供するため、日々研鑽し、指導内容を改善していきたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

 

学校体験等、実践的・現実的な知識や技能を学生が身につけられるよう

な教育実践が求められる。今後、連携校等の調整に努めていきたい。 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 升本絢也 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 准教授 

在籍年数 ９ 

教育年数 １１ 

専門領域 スポーツ運動学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

スポーツ運動学Ⅰ/2 年次前期／120 名／必修科目 

スポーツ運動学Ⅱ/2 年次後期／65 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

スポーツ運動学Ⅰでは、実際の日常生活やスポーツ活動において人間の正

確で効率的な運動を生み出すメカニズムを説明し、実際の運動およびその

指導において応用できる知識を伝達することを目的としている。 

 スポーツ運動学Ⅱでは、スポーツ運動学Ⅰの知見を元に、科学的な研究

方法（研究計画、データの解析、活用方法等）を学び、運動スキルの客観

的な水準を評価するためにはどのような指標測定が適切なのかを学ぶ。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

成果としては学生の授業評満足度調査で 5 中の 4 以上を得ている。また、

学生には授業中に自ら計画し、実施した研究のデータ、概要や発表資料を

提出し、学生自身の授業の成果がまとめられている。 

 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

テキスト：自身が作成したテキスト 

（一概に、スポーツ運動学と言っても講義する教員によって科学寄りある

いは哲学寄りといったように、極端な内容の違いがあり、それを総合的に

捉える教科書が存在しない。そのため、自身で作成している） 

講義形式：ppt を活用、毎講義 c-learning を活用した資料提示、学生のレ

ポート提出（レポート内容に応じて次の授業で解説） 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

満足度調査は上述であるが、授業の内容が科学寄りである時、高校では文

系だった学生が情報を処理しきれない時があり、学生から難しいという意

見をもらう時がある。そのため、科学的な内容の際、極力丁寧に説明し、

イメージが付きやすいよう、様々なスポーツの実例を紹介するようにした

る。また、卒業論文での活用方法なども紹介し、今後どのように本授業の

学びを活用していくかの指針も示す。 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

スポーツ運動学Ⅰではスポーツ健康コースの必修科目であったが、健康福

祉コースの学生の履修もあるため、アダプテッドスポーツや高齢者の運動

にも触れたい。スポーツ運動学Ⅱでは近年の活用されるようになったツー

ルの活用にも触れたい。 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ 

1.基本情報 

名前 松尾 晋典 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 准教授 

在籍年数 18 年目 

教育年数 20 年 

専門領域 コーチング学、トレーニング処方、ゲーム分析 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

コーチング学Ⅰ／2年前期／133 名／資格必修科目 

コーチング学Ⅱ／2年後期／70 名／ 

スポーツ指導演習（球技：ゴール型Ⅱ）／2年後期／93 名 

 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

将来、対人援助に携わりたいという希望を持った学生に、指導者は

もとより社会人に必要とされる、観察力・質問力・コミュニケーシ

ョン能力などの基礎的な知識とスキルを身に付けるアプローチを

心がけている。なお、授業ではアクティブラーニングを取り入れた

双方向な講義を展開している。 

また、課外活動（部活動）を通して、互いに認め合い、励まし合い、

高め合いながら自己の存在や責任を見つめなおし、豊かな人間性や

社会性を育成する。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

学生が、簡単にイメージできるような教材作成を目指し、積極的な

アクティブラーニングにチャレンジしている。 

成果：学生による授業評価アンケートでは、多くの学生から高い評

価を得ている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

動画や漫画などを使用したオンライン教材 

アクティブラーニング資料（パワーポイント） 

ICT 機器の活用（アプリや C-learning など） 

実践報告：各協会主催のコーチデベロッパー講習会（日本スポーツ

協会など）へ参加および指導者養成講習会の講師（日本バスケット

ボール協会） 

6.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

予習・復習（授業時間外）における学びの確保に必要な「教材の模

索」や「パソコンスキルの向上」 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 松田 広 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 教授 

在籍年数 ２年 

教育年数 ４１年 

専門領域 スポーツ教育学・保健体育教育学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2024年度 

保健体育科教育法Ⅰ／1 年次後期／80 名程度 

教育実習指導／3 年次前期／30 名程度 

教職実践演習／4 年次後期／25 名程度 

生徒指導論／2 年次後期／50 名程度 

教職概論／1 年次前期／90 名程度 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

学生がスポーツ科学の専門的な知識と技術を修得し、学校教育現場やスポ

ーツ及び福祉の現場で活躍できる人物を目指すよう心がけている。特に、

保健体育科の教員養成課程では、「実践的指導力」の育成に力を入れてい

る。また、奉仕の精神を持ちボランティアへの積極的な参加を促す教育を

心掛けている。さらに、学生の主体性を導くため、深い学びを基盤として、

自らの振り返りを重視し学校現場等で即戦力となる学生の育成を目指し

て教育を実践している 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

教職対策計画を立て、改善し実施している。また、学外（学校(各校種)、

教育委員会）との連携・交流し、情報や技術の改善を心がけている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

・授業での資料配布 

・動画教材の作成 

・保健体育科授業の技能及びルールブック作成 

・Web を活用した授業運営 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

 授業評価アンケートの結果は総合的に良好であり、平均値を上回ってい

ることから、現状としては概ね本学生に合った教育が実施されていると思

われるが、主体的に健康問題等に取り組み、課題を自ら設定し解決する

力育てるような「課題解決型」の授業を工夫する。具体的には「実践的

な理解を図る指導方法」を数多く示していく。 

 



7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

実践的指導力を学生が身につけられるような教育実践に努める。校種毎の

連携に向けた調整に努める。 

 



HBG版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 森木 吾郎 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 准教授 

在籍年数 9 年 

教育年数 9 年 

専門領域 スポーツ生理学、スポーツ方法学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

スポーツ生理学Ⅰ／1 年次後期／147 名／必修科目 

スポーツ指導演習（球技：ベースボール型）／2 年次前期／90 名／選択科

目 

スポーツ生理学Ⅱ／2 年次後期／63 名／選択科目 

健康運動現場実習／3 年次前期／11 名／選択科目 

スポーツトレーナー実習／3 年次前期／16 名／選択科目 

健康スポーツ生理学特講／院 1 年次後期／2 名／選択科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

将来、教員をはじめとする対人援助専門職として、対象者を支援・指導

するための基礎的な知識と技術を身に付ける基礎づくりの科目と位置づ

けている（スポーツ生理学ⅠⅡ・スポーツ指導演習）。 

講義形式を双方向・多方向形式となる様に、アクティブラーニングの手

法を積極的に導入している。特に専門コア科目（必修）であるスポーツ生

理学Ⅰでは、まとめ教材を用いて復習を促し、その内容に係る小テストを

毎回授業始めに行うなど、学生の理解度・関心等を把握し、授業展開に反

映している。 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価を参考にして授業内容・方法を改善している。また、学内の FD

活動に参加するようにしている。 

学生の授業評価アンケートではおおむね高評価を得ている。 

5.教育実践(資料等) 

シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

シラバス 

配布物：授業プリント集、授業まとめプリント集（自作） 

小テスト（C-learning の利用も含む） 

ICT 機器の活用（パソコンや C-learning など） 

また、授業資料は pdf 化し C-Learning で提示することにより、積極的な

予習・復習を促している。 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

・スポーツ生理学Ⅰ … 4.3 

・スポーツ指導演習（球技：ベースボール型）…4.3 

・スポーツ生理学Ⅱ … 4.3 



ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

教員養成課程の初期及び中期に開講される授業であることを意識し、要

点を自らまとめ、今後の養成課程の中で再度見直しができるような教材を

作成し、授業を進めた。また、パソコン等によるデータ処理を課す内容を

多く取り入れた。その結果、昨年度と同等の高い評価を得られた。今後は

効果的な予習・復習を促す工夫を取り入れたい。 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

上記 6.においても課題として挙げている履修学生の授業外学修時間の確

保が大きな課題。上記に記載したように、授業展開の工夫や C-Learning

等の活用により改善を試みている。 

 

 



HBG 版 ティーチングポートフォリオ（R5 改定版） 

1.基本情報 

名前 和田 正信 

学部 

学科 

人間健康学部 

スポーツ健康福祉学科 

職名 教授 

在籍年数 1 年目 

教育年数 37 年 

専門領域 運動生理学 

2.教育の活動 

最近 3 年間の担当科目 

科目名／開講期／受講者数／備考 

2022 年度（広島大学） 

スポーツ実習/1 年次前期/25 人/選択科目 

筋生理生化学/3 年次前期/13 人/選択科目 

スポーツ健康科学実験/3 年次前期/11 人/選択科目 

特別研究/4 年次前期/3 人/必修科目 

2023 年度（広島大学） 

スポーツ実習/1 年次前期/30 人/選択科目 

筋生理生化学/3 年次前期/12 人/選択科目 

スポーツ健康科学実験/3 年次前期/14 人/選択科目 

特別研究/4 年次前期/3 人/必修科目 

2024 年度（広島大学） 

スポーツ実習/1 年次前期/30 人/選択科目 

筋生理生化学/3 年次前期/10 人/選択科目 

スポーツ健康科学実験/3 年次前期/12 人/選択科目 

特別研究/4 年次前期/1 人/必修科目 

3.教育の理念・目的、方法 

なぜ行っているのか（自ら

の信念、価値観、目指すも

の等）、教員としての目

標、学生に求めること（期

待）等 

共通する方法や方針、独自

の工夫等 

上記（2. 教育の活動）の教育活動は，広島大学において担当した授業科目

である．スポーツ実習では，生涯に渡って運動を行う態度を身につけさせ

るために，体を動かすだけではなく，運動と健康の関係などについて概説

する座学を組み入れた授業を展開した． 

講義形式の授業では，主体的に学ぶ態度を身に着けさせるために，学生が

持つ疑問を学生自ら解決するスタイルの授業を行った． 

4.教育改善と成果 

学内外での教育活動、委員

会活動、FD 活動で行って

きた改善及びその成果 

授業評価，テストでの解答内容，授業アンケートなどを参考にして授業内

容・方法を改善した． 

長年にわたる授業の内容をもとに，運動生理学のテキストを作成した． 

5.教育実践(資料等) 広島大学の教育用 Web (名称: もみじ) にシラバスを掲載． 



シラバス、テキスト、配付

物、小テスト、web の活

用（C-Learning を含む）、

アクティブラーニング実

践報告等 

もみじを用いて資料を配布． 

パワーポイントを積極的に活用した授業を展開． 

テキスト: 入門運動生理学（杏林書院）． 

6. 授業改善の取組み 

前年度授業評価アンケー

ト結果から担当授業にお

ける自己点検評価及び授

業改善計画等 

2025（令和７）年度着任 

7.今後の目標 

目標に対する今後の自分

の課題、解決方法、計画等 

広島文化学園大学での授業は，今年度が初めてである．「テストにおける

回答内容」，「授業後に行う授業アンケート」などを参考に授業改善する． 

 

 


